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図書館サービス係とは？ 

 調布市立図書館は、７つの係で構成されています。その中の１つ「図書館サービス係」では、市民の生涯

学習や文化活動、生活に役立つ図書館を目指して、図書館の利用者サービス全般に関する業務を行っていま

す。今号では、数ある業務の中から６つの業務について紹介します。 

 

 

  

               

 

 

 

①予約業務 

 利用者からリクエストを受けて購入が決まった資料の発注準備や、予約の提供が遅れている資料があれば、

延滞している人に督促をしています。 

 

 

 

 

 

【予約方法】 

窓口・電話・ホームページから予約の申し込みができます。予約した資料は、市内全１１館の中から

希望の図書館で受け取ることができますので、都合に合わせて利用してください。 
 

 

 

 

調 布 市 立 図 書 館 

図書館サービス係の仕事 

  

庶務係 

利用支援係 資料係 

調査支援係 

特集 

地域サービス係 

分館 10 館 

国領・調和・深大寺・神代・

宮の下・緑ケ丘・富士見・ 

若葉・染地・佐須 

次に待っている人のために

期限内に返却しようね。 

児童サービス係 

図書館サービス係 👉 

調布市立図書館公式キャラクター じろ 
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また、ポスターを作成して、予約の多い本に関する情報提供をしています。これは、予約の多い順にランキ

ング形式で掲載しているもので、毎月月初めに各フロアに掲示及び図書館ホームページに掲載しています。予

約の際はぜひ参考にしてください。 

 

 

②協力業務（相互貸借業務） 

利用者が探している資料を調布市立図書館が所蔵していない場合に、都立図書館や他自治体の図書館から

取り寄せて、利用者に提供しています。 

※市内在住・在勤・在学の方のみ利用できるサービスです。また、資料によっては、取り寄せできない場

合もありますのでご了承ください。 

 

 

 

 

「今月の予約の多い本」ポスターで

最新のトレンドがわかるね！ 

【予約件数】 

人気のある本には１００～５００件位（稀に１０００件を超えることも！）の予約が入ります。予約

多数の本を予約する際は、お手元に届くまでかなりの時間を要しますので、予めご了承ください。 

▲「予約の多い本」ポスター 

【都内図書館統合検索】 

東京都立図書館のホームページ（https://www.library.metro.tokyo.lg.jp）の「都内図書館統合検

索」では、東京都内の公立図書館等の蔵書や、論文・雑誌記事を一度に検索することができます。図

書館職員もよく利用しています。 

調布市の図書館に本がなくても

あきらめないで！まずは図書館

職員に相談してみよう♪ 
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③雑誌管理業務 

調布市立図書館が所蔵する５２１タイトルの雑誌の管理を行っています。また、新たに購入する雑誌につ

いて、利用者の希望や休刊・廃刊の情報を踏まえたうえで検討しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④展示業務 

読書啓発や本との出会いの創出を目的として、時事や季節、市民の関心の高いテーマを取り上げた展示を

しています。 

展示場所は、中央図書館４・５階をはじめ、映画資料室、視聴覚資料室等です。また、図書館ホームペー

ジに展示の様子を掲載しているので、ぜひご覧ください。 

       

   

  

 

 

【雑誌目録】 

雑誌の発行情報や配架場所を掲載した「雑誌目録」を雑誌架に設置しています。お探しの雑誌が見つ

からないとき等に参考にしてください。 
 

【雑誌目録】 

雑誌の発行情報や配架場所を掲載した「雑誌目録」を雑誌コーナーに設置しています。お探しの雑誌

が見つからないとき等に参考にしてください。 

雑誌の保存年限は基本的に１～20年

間ですが、中には永年保存している

ものもありますよ。 

【展示テーマ】 

中央図書館４階入口正面展示は、２ヶ月に１度テーマを変えて本の展示をしています。本の分野ご

とにいる担当がテーマを決め、本を選んで展示しています。 

▲中央図書館４階入口正面展示 
「自然分野展示 いきものに会いたい！」 

▲中央図書館４階小展示 
「ＦＣ東京応援展示 カップを奪い獲れ！」 

▲中央図書館４階雑誌架 
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⑤視聴覚資料管理業務 

視聴覚資料（ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオテープ・カセットテープ）の管理を行っています。また、映画資料室

と連動し、「映画のまち調布」として特色ある資料収集を行っています。 

 

  

           

 

 

⑥読書推進業務 

 市民の読書・文化活動の推進を目的に生涯学習団体「アカデミー愛とぴあ」と協力し、講演会や読書会等

を実施しています。毎年２月に開催している「調布樟（くすのき）まつり」は、昨年で４８回目（今年は新

型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）となり、文化・文芸講演会、短歌大会等の１０の催しを開催

し、毎年多くの方に来場いただいています。 

【ＩＣタグ】 

視聴覚資料室では、ＩＣタグによる資料管理システムを導入しています。バーコードとは異なり、 

資料を１つ１つ読み込まなくても、複数の資料を一括して読み込むことができるため、自動貸出機を

利用して、貸出し・返却の作業を迅速に行うことができます。 

資料を自動貸出機の上に置き、

利用カードをかざしてボタンを

押すだけでＯＫ！ 

【アカデミー愛とぴあ】 

「アカデミー愛とぴあ」は、昭和４８年に発足した「調布ブッククラブ」を母体とする生涯学習団

体です。図書館開館の翌年（昭和４２年）に、図書館の働きかけにより地域に誕生した読書会や、俳

句・短歌・随筆・小説などの創作サークル、一つのテーマを深く学習する研究会など約２８サークル

から出発しました。令和元年度の登録サークルは１７の読書会を含む４０サークル、登録会員は  

４１０人となっています。 

▲視聴覚資料室（中央図書館６階） ▲視聴覚資料室展示「映画のまち調布」 

▲自動貸出機 
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令和２年度 子どものほんに親しむ会 

 

 

 

 令和２年１１月１２日(木)に、科学読物研究会運営委員の坂口美佳子さんをお招きし、科学の本の面白

さや楽しみ方について、科学あそびの実演も交えながらお話しいただきました。講演の内容を一部紹介し

ます。 

● 間口を広く、子どもたちの背中を押してあげる 

 子どもたちの持つ科学への興味関心を、大人は否定をせずに受け止めてあげることが大切。きちんと説

明ができなくても、子どもたちが純粋に感じたことに対して、「なるほど」「面白いね」と受け止め、背

中を押してあげる。大人から認めてもえらえた経験は、子どもにとって励みになる。 

 レイチェル・カーソン著『センス・オブ・ワンダー』にもあるように、自分で感じることが重要。体験

が育ての親になる。その体験を子どもと大人が共有し、共感することも大切。 

 

● 魅力的な科学の本の３つの特徴 

１.１つの真理をじっくりと説いた本：子どもが分かるペースで書かれている本をぜひ紹介してほしい。 

２.やさしくて面白い本：大人でも発見があって楽しめる本は、子どもたちにも面白さが伝わる。 

３.体験とセットで楽しめる本：誰でも上手くできる科学あそびが載っているのが良い本。 

“直接体験と間接体験を一緒に楽しめる”これが科学の本ならではの特徴。ぜひ本を活用してほしい。 

 

魅力的な本もたくさんご紹介いただき、宇宙の大きさを改めて知ることができる実演や、科学を身近に

感じられる簡単な工作など、科学・科学の本の面白さを実感できた講演会でした。 

 

 

 

 

講師：坂口 美佳子氏 

坂口 美佳子(さかぐち みかこ)氏 
科学読物研究会運営委員。 
主な著書に『科学のふしぎ』（フレーベル館、1998年 6月）など。 
科学あそび出前講座や本を通して、科学の面白さを伝えている。年に 270回 
ほど様々な場所に出向き、その活動の場を広げている。 
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令和２年１０月から図書館のホームページ上で公

開している「ブッククエストオンライン」に挑戦し

てみましたか？前年夏に深大寺分館で開催したイベ

ントをオンライン仕様にリニューアルしたコンテン

ツです。絵本や調布に関する問題がつまったじろの

冒険をぜひおうちで楽しんでみてください。 

 

 

「ブッククエストオンライン」は図書館のホームページの「お知らせ」から印刷できます。問

題のシート（通常版）はカラフルですが、白黒版も用意しています。 

問題が解けたら答えをチェック！当たっていたら(当たっていなくても)おまけグッズを印

刷してみてください。それぞれの問題シートの雰囲気に合ったおまけグッズになっています。 

工作も楽しめるので、ぜひ作ってみてください！ 

ヒントが欲しい方は、調布市立図書館が発行している児童書のリスト『このほんよん

で！』が攻略の助けになります。調布に関する問題は各図書館で配布している「調布市

観光マップ」でヒントが探せます。 
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調布のあゆみ－246 
郷土の歴史と伝承 

「ハレ」と「ケ」のある暮らし 関 口 宣
のぶ

 明
あき

 

人々の暮らしが農業を中心に営まれていたこ

ろの調布では、晴着
は れ ぎ

を着るような「ハレ（晴れ）」

の機会と、それ以外の「ケ」とよばれるふだん

の生活との間にははっきりとけじめがつけられ

ていました。では特別な日である「ハレ」をど

のように迎えていたのでしょうか。 

１．「ハレ」と冠婚葬祭
かんこんそうさい

 

「ハレ」といえば年間の農作業の折り目に行わ

れる村祭りや年中行事などがあげられます。ま

た村人の冠婚葬祭の場合も、当事者だけのこと

ではなく、村全体の関心事だったので、その行

事には村人が一丸
いちがん

となって取り組みました。 

ともに人の誕生を喜び、結婚という人の新し

いつながりを祝い、人の死を悼
いた

む行事は地域を

あげて行ったのです。当時の人は、同じ火で煮炊
に た

きした食物をともに食べることが、人同士のき

ずなを深めるのに欠かせないと考えていました。

昭和 30 年ごろまでは、婚礼や葬式などはおもに

自宅を式場にしていたので、大勢の人を招
まね

いて

飲食をするために、何十組ものお膳
ぜん

やお椀
わん

など

が必要でした。これらの調度品
ちょうどひん

は高価なもので

したので、資金を共同で出し合って購入し、必

要な人が借りて使っていました。市内には、幕末
ばくまつ

から代々使われてきた道具が残されています。 

２．地域で祝った子供の成長 

人が一生の節目
ふ し め

を迎えるにあたっては、心身

を慎
つつし

んで、気持ちを新たにすることが大切でし

た。旧下
しも

仙川
せんがわ

村の旧家の記録によると、明治 25

（1892）年の長女誕生のときには、半紙に包ん

だ白い麻
あさ

が親戚や地域に住む大勢の女性から贈

られています。麻は丈夫でまっすぐ育つところ

から、新生児の長寿を願ったものといわれます。  

  また、子供が世に出るには、いくつかの段階

がありました。「七つ前は神の子」といわれ、数

え年七才になるまでは幼児としてあつかわれま

したが、その年令にたっすると「お宮参
みやまい

り」を

してようやく村人の一員として認められるよう

になりました。これを祝った「オビトキ（帯解 

き）」の行事では、 

着飾った子供と、 

紅白の丸餅
まるもち

を 900 

個ほどもつめた半
はん

 

台
だい

をリヤカーに乗 

せて、親元、仲人
なこうど

、     

近所などをまわり、「幸
しあわ

せ」のおすそわけをし

ました。 

３．着物や食べ物に表れた「ハレ」 

 むかしの人の感覚では、吉凶
きっきょう

ともに「ハレ」

の機会でした。明治時代には東京市域でも、

葬式に白の着物を着ることがありましたが、

開国の影響により、大正時代には、黒の喪服
も ふ く

に

変わっていました。一方、調布では、昭和 19

（1944）年に深大寺地区の葬式で、近親の女

性は白の着物を着たといわれ、都会とくらべ

て「ハレ」の感覚が残っていたことがうかが

えます。また物のない時代には、日ごろから

麦、粟
あわ

、サツマイモなどを食べるつつましい

暮らしをしていても、「ハレ」の日だけは仕事

を休み、「かわり物」とよばれる赤飯、米の飯、

ぼた餅、五目
ご も く

飯
めし

、うどんなどのごちそうを作

って食べました。「待つが祭り」というように、

神や物事の来るのを心して迎える「ハレ」と

「ケ」のある暮らしは、人々を心豊かにして

いたのかもしれません。 

※参考文献：『調布市史民俗編』『多摩民具事典』 
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